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は「当てはまる項目に丸印と 1 ～ 3 位までの順位」を付けてもらい，加えて「③跳び箱運動において指導が難しいと
思う理由」も記述してもらった．
　統計処理については，先ず「各調査項目の度数」を算出した．その後，「性別，年代，教員経験年数」と各調査項
目間の関連をみるために「χ 2 乗検定」を行い，有意水準は 5 %未満とした（SPSS23.0 for windows使用）．
Ⅲ．結果
1 ．調査項目
　性別は「男性60.0%，女性39.2%，無記0.8%（表 1 - 1 ）」，年代は「20代27.5%，30代34.2%，40代17.5%，50代以上
20.0%，無記0.8%（表 1 - 2 ）」，教員経験年数は「 5 年未満16.7%， 5 ～10年未満29.2%，10年～20年未満20.8%，20年
以上33.3%（表 1 - 3 ）」であった．
　調査項目①における指導が難しい器械運動の種目（マット運動，跳び箱運動，鉄棒運動）は「マット運動2.5%，跳
び箱運動17.5%，鉄棒運動80.0%（表 2 - 1 ）」，調査項目②における指導が難しい跳び箱運動の技は「前方倒立回転跳
び66.7%，頭跳ね跳び17.5%，抱え込み跳び8.3%，台上前転5.0%，開脚跳び0.8%（表 2 - 2 ）」であった．




表 1 - 2 　年代（n：120）
年代
20代 30代 40代 50代以上
27.5% 34.2% 17.5% 20.0%
32
2 ．「性別，年代，教員経験年数」と各調査項目








表 1 - 3 　教員経験年数（n：120）
教員経験年数
5 年未満 5 ～10年未満 10年～20年未満 20年以上
16.7% 29.2% 20.8% 33.3%




表 2 - 2 　指導が難しい跳び箱運動の技（n：120）
調査項目②
前方倒立回転跳び 頭跳ね跳び 抱え込み跳び 台上前転 開脚跳び
66.7% 17.5% 8.3% 5.0% 0.8%
表 3 　「性別・年代・経験年数」と各質問項目との関係（χ 2 検定）
（n:120） 性別 年代 教員経験年数
調査項目①（指導が難しい器械運動の種目
【マット運動，跳び箱運動，鉄棒運動】） 0.98 0.34 0.25
調査項目②（指導が難しい跳び箱運動の技） 0.24 0.61 0.52
（*p<0.05）
表 4 - 1 　跳び箱運動において指導が難しいと思う点（自由記述から）







〇 〇 　 　
2 跳べない生徒が諦めてしまう． 　 　 〇 　
3 個人差があり，恐怖心をいかに取り除くか． 　 □ □
4 安全に練習させること． 〇 〇 　 　




















△ 　 △ 　
8 恐怖心のある生徒への手立て． 　 □ □ 　
9 恐怖心がある生徒への指導． 　 □ □ 　
10 腕を支点にする感覚を体感させ，さらにそれを跳び箱の技に繋げていくこと． 　 　 　 〇
11 首跳ね起きは怪我のリスクが高く，それに対応する安全な指導方法も分からない． 〇 〇 　 　
12 恐怖心のある生徒に対しての指導． 　 □ □ 　
13 技のイメージが分からない． 　 　 　 〇
14 技のポイントと練習方法． 　 ◇ 　 ◇
15 安全な指導をするための教具の工夫． 〇 〇 　 　
16 恐怖心． 　 　 〇 　
17 恐怖心を持っている生徒が多いことと，安全面を確保すること． △ 　 △ 　
18 危険と隣り合わせのため，安全面の配慮が必要． 〇 　 　 　
19 抱え込み跳びの恐怖心を取り除くための方法． 　 □ □ 　
20 恐怖心がなくならない． 　 □ □ 　
21 開脚跳びが怖くて跳べない生徒の指導について． 　 □ □ 　





☆ 　 　 ☆
24 技は一瞬のため，タイミングを合わせるための指導方法について． 　 　 　 〇

















　表 4 - 1 の跳び箱運動の指導が難しいと思う点については，記述内容が把握しやすいよう 4 つのワードに分類して
検証を行った．その結果，「指導面：52.0%，心理面（恐怖心）：48.0%，安全面：44.0%，技術面：24.0%」の順であっ
た．また，この表を確認する限りでは一つの回答に対して 1 個のワードではなく， 2 個以上のワードの組み合わせが
確認できる．そのため，以下には 2 個以上組みわせたワードを抽出することで，自由記述の検証をしていく（表













































1 ）MASANORI KOJIMA，YOSHINORI KINOMURA，KENJI KUZUHARA “Development of observational indicators for 
evaluating handstand posture in the mat exercise in physical education class”：validity and reliability，Journal of 
Physical Education and Sport ® （JPES），Vol 21 （Suppl.issue 3 ），Art 266 pp.2087–2096，July.2021．






























性別  1．男性    2．女性 
 
年代  1．20 代  2．30 代  3．40 代  4．50 代以上 
 
教職経験年数（常勤・非常勤の講師経験も含む） 
1．5 年未満           2．5 年以上～10 年未満 
3．10 年以上～20 年未満  4．20 年以上 
 
問 1 指導が難しい器械運動の種目に順位を付けてください． 
 
マット運動【  】   跳び箱運動【  】   鉄棒運動【  】 
 
問 2 指導が難しい跳び箱運動の技に〇を付けて下さい． 
 
 馬跳び                   【  】 
 開脚跳び            【  】 
 抱え込み跳び             【  】 
 台上前転                 【  】 
 頭跳ね跳び             【  】 
 前方倒立回転跳び         【  】 
 
問 3  跳び箱運動において指導が難しいと思う点を記述して下さい． 
 
